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■ 特　集
新技術・製品開発、販路開拓のヒントをつかもう！
ものづくり企業技術交流フェア

■ Business Report
水害時に組合加盟施設を一時避難施設として無償提供
伊豆の国市と協定を締結 ほか

■ Topics
「平成28年度 組合事務局代表者会議」を開催

昭和43年10月1日第3種郵便物認可　通巻756号（毎月1日発行）平成28年11月1日

CHUOK AI MONTHLY 2016

No.756

商品名 ご融資額 ご返済期間

最高1,000万円

最高1,000万円

最高500万円※1

最長10年

最長25年※2

最長20年（　　　　　　　）据置期間最長
6年6ヵ月含む

※1） 静岡県勤信協保証をご利用の場合
 最高1,000万円
※2） 静岡県勤信協・セディナ保証をご利用の場合
 最長20年　

金利制度 ご返済期間 ご利用金利

■適用金利（年利）

固定金利
3年以内

3年超10年以内

全期間

1.98%
2.98%
2.30%変動金利

日本労信協保証をご利用の場合

マイカー・
オートバイ等
　　の購入に！

マイカー・
オートバイ等
　　の購入に！

入学・受験
資格取得費用に！
入学・受験
資格取得費用に！

リフォーム、
　太陽光発電システム
　　設置費用に！

リフォーム、
　太陽光発電システム
　　設置費用に！

（返済期間 3年以内・固定金利でご利用の場合 )

●表示の内容は2016年4月1日現在の内容です。
※表示金利は変更となる場合がございます。

※10年以内のご返済の場合は［固定金利］・［変動金利］のいずれかをご選択いただけます。

勤務先の労働組合・互助会が
〈ろうきん〉の会員であり、その
会員に所属されている方は　　 保証料 円00

【ご注意事項】●2016 年 4月 1日現在の内容です。●各商品のお使いみちの詳細は、県内〈ろうきん〉各営業店でご確認いただけます。●担保・取扱手数
料等は不要です。●保証人は原則不要です。保証機関の保証をご利用いただきます。勤務先の労組・互助会等が〈ろうきん〉の会員で、その会員にご所属の
方は、保証料を〈ろうきん〉が負担します。静岡県勤信協保証の場合、年 1.0%の保証料、セディナ保証の場合、年 1.2％の保証料を別途ご負担いただきま
す。●日本労信協または静岡県勤信協の審査基準等を満たさない場合、セディナ保証での再審査をさせていただきます（無担保住宅ローンは返済期間 20
年以内の場合）。●返済試算額は、店頭またはホームページでご確認いただけます。●事業目的にはご利用いただけません。●諸条件により、お客さまのご
希望にそえない場合もございます。●詳しくは店頭に説明書をご用意しています。

■お問合せは フリーダイヤル

0120-609-123 （平日9時～17時）

http://shizuoka.rokin.or.jp

N O V E M B E R

新
技
術
・
製
品
開
発
、販
路
開
拓

の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
も
う
！

11

も
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づ
く
り
企
業
技
術
交
流
フ
ェ
ア
開
催
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公益財団法人産業雇用安定センター静岡事務所
〒420-0851 静岡市葵区黒金町11番７号 三井生命静岡駅前ビル12Ｆ

TEL 054-255-1343　FAX 054-652-3259

〒430-0928 浜松市中区板屋町110-5 浜松第一生命日通ビル13Ｆ
TEL 053-458-3621　FAX 053-458-3622

浜松駐在事務所

事業コスト

削減

エネルギー

削減

二酸化炭素

削減

省エネルギー対策

省エネアドバイザー派遣事業 省エネルギー設備導入事業補助金

※事業の詳細は、静岡市ホームページをご確認ください。

省エネルギー設備を導入する中小企業者のみなさんへ
省エネルギー対策支援事業始めました！

静岡市は中小企業のみなさんの省エネルギー対策を応援します。
静岡市では、省エネルギー設備を導入する中小企業者に対し、「（１）省エネルギー設備導入事業
補助金」及び「（２）省エネアドバイザー派遣事業」を実施し、市内の二酸化炭素排出量の約５割
を占める産業部門及び民生・業務部門の二酸化炭素排出量の削減を図ります。

●事業に係る「申請」及び「問い合わせ」はこちら
 静岡市環境局環境創造化環境共生係
 　〒420-8602　静岡市葵区追手町5番1号
 　TEL:054-221-1077　　FAX:054-221-1492
 　E-mail:kankyousouzou@city.shizuoka.lg.jp
 　静岡市ホームページURL:
 【（1）補 助 金】http://www.city.shizuoka.jp/041_000027.html
 【（2）派遣事業】http://www.city.shizuoka.jp/041_000028.html
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表紙絵／近藤よしひろ

No.756

●インターネットでもご覧いただけます

トップページ中央右の
「今月の中小企業静岡」をクリック！

中央会静岡 検索

http://www.siz-sba.biz/library_index.htm

11
NOVEMBER

目 次 INDEX

2

8

テクノカレッジ若年者コース
平成29年度入校生募集 ほか

10

ネットワーク

「平成28年度 組合事務局代表者会議」を開催
㈱日本能率協会総合研究所 菊池健司氏が講演 ほか

12

Topics 15

東部青年中央会会長
有限会社明和工業
専務取締役　鈴木慎一

16読者プラザ

9月の情報連絡員月次景況調査より景況ウォッチ

新技術・製品開発、販路開拓のヒントをつかもう！
ものづくり企業技術交流フェア特　集

水害時に組合加盟施設を 
一時避難施設として無償提供
伊豆の国市と協定を締結 ほか

Business
Report
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特集

も
の
づ
く
り
企
業
技
術
交
流
フ
ェ
ア

新
技
術・製
品
開
発
、販
路
開
拓
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
も
う
！

九
月
二
八
日
、
静
岡
市
駿
河
区
の
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
、「
も
の
づ
く
り
企
業
技
術

交
流
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
。

当
フ
ェ
ア
で
は
、「
平
成
二
五
年
度
補
正 

中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
革
新
事
業
（
も
の
づ
く
り
補
助
金
）」
を
活

用
し
た
県
内
の
中
小
企
業
五
七
社
が
出
展
ブ
ー

ス
を
設
け
、
新
製
品
・
新
技
術
・
革
新
的
な
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
展
示
、
発
表
し
た
。

ま
た
、
展
示
会
と
併
せ
て
講
演
会
も
開
催
。

第
一
部
で
は
企
業
事
例
（
実
例
）
と
し
て
、
医

療
系
臓
器
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
開
発
を
主
と
し
た

株
式
会
社
ク
ロ
ス
エ
フ
ェ
ク
ト
の
竹
田
正
俊
代

表
取
締
役
が
、「『
使
命
の
経
営
が
可
能
に
す
る

新
事
業
創
造
』
〜
小
さ
な
組
織
が
世
界
を
制
す

る
方
法
と
は
？
〜
」
と
題
し
、
講
演
を
行
っ
た
。

第
二
部
で
は
今
後
の
企
業
へ
の
提
言
と
し
て
、

ド
ラ
マ
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
で
神
谷
弁
護
士
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
、
弁
護
士
法
人
内
田
・
鮫
島

法
律
事
務
所
の
鮫
島
正
洋
弁
護
士
が
『「
下
町
ロ

2中小企業静岡 2016.11
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▲オープニングセレモニー

ケ
ッ
ト
に
見
る
中
小
企
業
の
知
財
戦
略
・
経
営

戦
略
」
～
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
に
な
る
た
め
の
知
財

活
用
法
～
』
と
題
し
、
講
演
を
行
っ
た
。
参
加

者
ら
は
自
身
の
経
営
に
活
か
そ
う
と
、
メ
モ
を

取
る
な
ど
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

展
示
会
・
講
演
会
終
了
後
に
は
、
交
流
会
を

開
催
し
、
参
加
者
ら
は
活
発
に
情
報
交
換
を
行
っ

た
。諏

訪
部
敏
之
中
央
会
会
長
は
、「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
た
も
の
づ
く
り
補

助
金
は
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
、
静
岡
県
に
お

い
て
は
こ
の
四
年
間
で
累
計
二
一
九
三
社
が
採

択
さ
れ
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
に
次
い
で
全
国

で
第
四
位
と
、
地
方
都
市
と
し
て
は
ト
ッ
プ
の

実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
企
業
が
採

択
さ
れ
た
の
は
、
本
県
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
皆
様
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富
み
、

高
い
先
見
性
を
持
っ
て
新
製
品
、
新
技
術
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
と
語
っ
た
上
で
、

「
補
助
事
業
が
既
に
終
了
し
た
企
業
に
お
い
て

は
、
販
路
開
拓
が
当
面
の
課
題
と
な
る
。
当
会

に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
果
敢
に
取
り
組
む
中

小
企
業
の
皆
様
の
企
業
体
質
の
強
化
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
。
中
小
企
業
の
弱
点
の
一
つ

と
し
て
情
報
量
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回

の
交
流
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
人
脈
を
広
げ
、
情
報

網
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
は
参
加

者
間
で
何
か
し
ら
の
連
携
に
結
び
つ
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

▲講演会

▲交流会

3 中小企業静岡 2016.11

組合活性化情報

28年11月号_本文.indd   3 2016/10/27   11:27



展
示
会
出
展
者
の
中
か
ら
四
社
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
・
イ
ア
合
同
会
社

超
薄
型
高
音
質
平
面
ス
ピ
ー
カ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
の
性
能
改
善

当
社
は
平
板
ス
ピ
ー
カ
ー
が
音
の
改
善
に
利
用
で

き
る
と
考
え
、
そ
の
特
長
を
有
効
に
利
用
す
る
シ
ス

テ
ム
を
提
案
し
て
き
た
。
ま
た
特
許
実
施
権
を
取
得

し
、
平
板
ス
ピ
ー
カ
ー
の
改
良
に
も
努
め
て
き
た
。

平
面
ス
ピ
ー
カ
ー
の
特
長
は
主
に
三
つ
。
一
つ

目
は
低
ひ
ず
み
、
高
音
質
で
あ
る
こ
と
。
全
面
ダ

イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
構
造
の
た
め
、
低
歪
み
広
帯

域
を
特
長
と
し
、
特
に
音
声
帯
域
を
単
一
の
ユ

ニ
ッ
ト
で
カ
バ
ー

す
る
た
め
位
相
の

揃
っ
た
ク
リ
ア
な

サ
ウ
ン
ド
が
得
ら

れ
る
。
二
つ
目
は

自
由
度
の
高
い
形

状
で
あ
る
こ
と
。

任
意
の
形
状
に
す

る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
ユ
ニ
ッ
ト
を

組
み
合
わ
せ
て
更

に
特
長
の
あ
る
形
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
三
つ
目
は
指
向
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。
ユ
ニ
ッ
ト
を
湾
曲
さ
せ
た
り
、

そ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
用
途
目
的
に
合
わ
せ
た
指
向
性
の
シ
ス
テ
ム

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
社
で
は
こ
れ
ら
特
長
を
持
ち
合
わ
せ
た
平
面

ス
ピ
ー
カ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
ピ
ロ
ー
ス
ピ
ー

カ
ー
を
販
売
し
て
い
る
。

株
式
会
社
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
ト
ー
ワ

お
い
し
く
食
べ
や
す
い
介
護
食
の
開
発

介
護
食
や
医
療
食
と
し
て
現
在
提
供
さ
れ
て
い

る
「
き
ざ
み
食
」
や
「
ミ
キ
サ
ー
食
」
は
、
本
来

の
食
の
お
い
し
さ
や
見
た
目
を
提
供
で
き
て
お
ら

ず
、利
用
者
か
ら
不
満
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
介
護
食
の
課
題
を
改
善
す

る
た
め
、
食
品
の
硬
さ
制
御
技
術
で
あ
る
、「
凍

結
含
浸
法
」
を
実
用
化
し
、
見
た
目
や
味
は
そ
の

ま
ま
で
、
口
に
入
れ
た
ら
溶
け
る
、
嚥
下
機
能
が

低
下
し
た
高
齢
者
で
も
お
い
し
く
食
べ
や
す
い
介

護
食
の
開
発
に
成
功
し
た
。

当
社
で
は
食
品
安
全
に
特
化
し
た
、
国
際
標
準

化
機
構
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
二
二
〇
〇
〇
：
二
〇
〇
五

（
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
認
証

を
本
社
工
場
・
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
二

工
場
で
取
得
。
ま

た
浜
松
市
が
行
っ

て
い
る
「
浜
松
市

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
型
衛

生
管
理
認
証
制
度
」

に
お
い
て
、
最
高

ラ
ン
ク
の
Ｌ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｌ
５
を
浜
松
市

4中小企業静岡 2016.11
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内
初
と
な
る
第
一
号
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、
食

の
安
全
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

西
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

乾
燥
を
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

当
社
は
マ
イ
ク
ロ
波
減
圧
乾
燥
機
に
乾
燥
中
の

乾
燥
物
重
量
を
計
量
し
、
乾
燥
を
制
御
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。

従
来
、
乾
燥
を
終
了
し
た
完
全
乾
燥
品
の
含
水

率
を
測
定
す
る
と
、
目
標
の
含
水
率
よ
り
も
過
度

に
水
分
が
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
歩
留
ま

り
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
ソ

フ
ト
乾
燥
に
お
い
て
は
再
度
の
乾
燥
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
多
く
、
コ
ス
ト
増
加
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
乾
燥
中
の
素
材
の
重
量
を
計
量
し
、
素

材
の
重
量
減
少
で
乾
燥
終
了
時
期
を
検
知
で
き

る
自
動
制
御
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
目
標
と

す
る
含
水
率
や
ソ
フ

ト
乾
燥
に
適
し
た
水

分
活
性
の
乾
燥
品
の

製
造
が
可
能
と
な
っ

た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
た
重
量
制
御

型
マ
イ
ク
ロ
波
減
圧
乾
燥
機
は
、
主
に
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
業
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

須
田
産
業
株
式
会
社

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
易
開
封
性
を

付
与
す
る
装
置
の
開
発

総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
当
社
の
特

長
は
、
企
画
、
設
計
、
開
発
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
製

版
、
印
刷
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
製
袋
に
至
る
ま
で
一

貫
生
産
体
制
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
。

以
前
よ
り
、
商
品
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
デ
ザ

イ
ン
は
も
と
よ
り
、「
開
け
や
す
く
、持
ち
や
す
く
、

再
封
性
が
あ
り
、
識
別
可
能
な
」
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
積
極
的
に
推
進
し
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
客
先

よ
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
開
封
時
に
切
り
口
を
ま
っ
す
ぐ

に
誘
導
す
る
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。
市
場
性

が
見
込
ま
れ
、試
作
ま
で
完
了
し
て
い
た
も
の
の
、

商
品
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
加
工
装
置
の
開

発
製
造
に
よ
る
生
産
体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

そ
こ
で
も
の
づ
く
り
補
助
金
を
活
用
し
、
微
細

切
込
加
工
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
易
開
封
性
を
付

与
す
る
「
Ｍ
Ａ
Ｓ
カ
ッ
ト
」
加
工
を
行
う
装
置
を

導
入
し
た
。そ
の
こ
と
に
よ
り
、従
来
要
求
が
あ
っ

て
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
易
開
封

性
を
付
与
し
た
包
装
材
料
を
顧
客
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

多
様
な
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に

高
い
フ
レ
キ
シ

ビ
リ
テ
ィ
と
ス

ピ
ー
ド
で
対
応

し
て
い
る
。
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講
演
会

第
一
部

　【企
業
事
例
（
実
例
）】

「
使
命
の
経
営
が
可
能
に
す
る
新
事
業
創
造
」

～
小
さ
な
組
織
が
世
界
を
制
す
る
方
法
と
は
～

　株
式
会

社
ク
ロ
ス

エ
フ
ェ
ク

ト
代
表
取

締
役
で
あ

る
竹
田
氏

は
、
創
業

以
来
、
ピ
ー

タ
ー
ド
ラ
ッ

カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
試
作
モ
デ
ル
の
製
造
を
手
掛
け
成
長
を
遂

げ
て
き
た
。

　講
演
で
は
、
実
践
し
て
い
る
三
つ
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
し
て
「
使
命
の
経
営
」「
時
間
管
理
」「
原

価
管
理
」
を
挙
げ
、
中
で
も
「
使
命
の
経
営
」
に

注
目
し
、「
ま
ず
は
使
命
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

使
命
を
別
の
言
葉
で
言
い
換
え
る
と
、
顧
客
と
社

会
に
対
す
る
貢
献
対
応
。
あ
な
た
の
命
を
何
に
使

う
の
か
。
一
度
き
り
の
人
生
、
命
を
本
当
に
有
意

義
に
使
え
て
い
る
の
か
」
と
語
り
、
働
く
こ
と
の

意
味
を
明
確
に
す
る
必
要
性
を
語
っ
た
。

　そ
の
上
で
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
教

え
て
く
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
神
髄
と
し
て
、「
成
果

は
組
織
の
外
に
あ
る
。
成
果
は
企
業
の
外
、
つ
ま

り
社
会
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
社
会
貢
献
こ
そ
が

最
大
の
目
的
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
現
在

取
り
組
ん

で
い
る
臓

器
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
紹

介
し
、「
意

義
が
あ
る

こ
と
を
し

て
い
れ
ば

勝
手
に
応

援
団
が
で

き
る
。
応

援
団
が
で

き
る
と
勝
手
に
事
業
は
前
に
進
む
」
と
語
り
、
仕

事
は
内
容
で
選
ぶ
の
で
は
な
く
意
義
で
選
ぶ
こ
と

の
必
要
性
を
説
い
た
。

第
二
部

　【今
後
の
企
業
へ
の
提
言
】

「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
に
見
る
中
小
企
業
の
知
財
戦
略
・

経
営
戦
略
」
～
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
に
な
る
た
め
の
知

財
活
用
法
～

「
下
町
ロ

ケ
ッ
ト
」
に

登
場
す
る
神

谷
弁
護
士
の

モ
デ
ル
と

な
っ
た
鮫
島

氏
。
日
本
ア

イ
ビ
ー
・
エ

ム
社
知
的
財

産
部
所
属
時
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
発
明
で
あ

る
酸
化
物
超
電
導
に
か
か
る
基
本
特
許
の
権
利
化

な
ど
に
携
わ
り
、
現
在
は
も
の
づ
く
り
中
小
企
業

を
中
心
顧
客
と
し
た
法
律
事
務
所
を
経
営
し
て
い

る
。講

演
で
鮫
島
氏
は
、「
中
小
企
業
が
大
き
な
市

場
を
選
ぶ
と
、
必
ず
大
企
業
の
競
争
に
合
い
、
体

力
勝
負
に
持
ち
込
ま
れ
負
け
て
し
ま
う
。
効
率
よ

く
売
上
を
伸
ば
し
、
事
業
を
成
功
に
導
く
た
め
に

は
、
大
企
業
が
参
入
し
に
く
い
先
行
特
許
の
少
な

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
中

小
企
業
は
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
を
目
指
す
べ
き
だ
と

語
っ
た
。

そ
の
上
で
、
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
へ
の
道
に
は
知
財

戦
略
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
事
例
を
用
い
て
紹
介

し
、「
知
財
が
な
い
と
変
革
の
時
代
を
生
き
残
れ

な
い
。
な
か
な
か
近
寄
り
が
た
い
も
の
か
も
し
れ

な
い
が
、

こ
れ
か
ら

は
知
財
を

推
進
力
と

し
て
ビ
ジ

ネ
ス
を
進

め
て
い
っ

た
方
が
経

営
効
率
も

高
ま
る
」

と
知
財
戦

略
の
必
要

性
を
語
っ

た
。

株式会社クロスエフェクト
代表取締役 竹田 正俊氏

弁護士法人 内田・鮫島法律事務所
弁護士・弁理士 鮫島 正洋氏
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静岡県中央会では、新春恒例の「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」を下記のとおり開催いたします。
新年が大いなる飛躍の年となりますよう、決意を新たにする機会として頂ければ幸いです。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

黒崎 誠 氏（帝京大学経済学部教授・元時事通信社解説委員）

1944年群馬県生まれ。東京工業大学卒業後、専門紙記者を経て、時事通信社に入社。
高度成長からバブル崩壊までの日本経済の変動を第一線記者として取材・報道に携わ
る。宮崎支局長、福島支局長を経て、編集委員、解説委員。2008年から帝京大学経済学部地域経済学科教授。
著書に『世界に冠たる中小企業』（講談社）、『起業家の条件―ベンチャー企業23の成功物語』（平凡社）、『世界
を制した中小企業』（講談社）、『国債と財政再建』（教育社）など多数。近著『世界に冠たる中小企業』では、全
国の中小企業を丹念に取材。世界中の美容師や理容師から愛用されている鋏、世界20ヵ国以上に輸出されてい
るニッパー、小惑星探査機「はやぶさ」や東京スカイツリーにも使われているばね、新幹線の車輪をつくる工作
機械、紙幣印刷機の重要部品など、町工場が世界シェアトップの集団になるための戦略と技術を大公開。

【講師プロフィール】

2017年
「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」

高度成長からバブル崩壊までの日本経済の変動を第一線記者として取材・報道に携わ

◇開催日程 平成29年1月11日（水）

 ■第1部「組合トップセミナー」
 　14：30～　開会
 　14：50～　新春講演

 ■第2部「新春賀詞交歓会」
 　16：30～18：00　交流会

◇会　　場 ホテルセンチュリー静岡（JR静岡駅南口徒歩3分）

◇新春講演 テーマ
 「世界に冠たる中小企業～これが中小企業の底力だ」（仮題）

 講　師　黒崎 誠 氏
 　　　　　帝京大学経済学部教授・元時事通信社解説委員

◇参 加 費 お一人　15,000円

◇お問合せ・お申込み
 静岡県中小企業団体中央会 連携組織課
 TEL.054-254-1511
 FAX.054-255-0673
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伊
豆
長
岡
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
杉

山
敬
三
理
事
長
）
は
、
八
月
二
三
日
、

伊
豆
の
国
市
役
所
で
、
伊
豆
の
国
市
と

「
水
害
時
に
お
け
る
一
時
避
難
施
設
と

し
て
の
使
用
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
た
。

協
定
は
同
市
に
お
い
て
水
害
が
発
生

し
た
際
に
、
組
合
加
盟
の
旅
館
や
ホ
テ

ル
な
ど
三
五
施
設
を
一
時
避
難
施
設
と

し
て
無
償
で
提
供
す
る
と
い
う
も
の
。

水
害
時
に
市
民
や
観
光
客
が
同
市
の
避

難
所
に
す
ぐ
に
た
ど
り
着
け
な
い
と
い

う
懸
念
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
同

市
の
要
請
に
基
づ
き
、
協
定
の
締
結
に

至
っ
た
。

今
回
の

協
定
に
先

立
ち
、
組

合
で
は
昨

年
七
月
に

伊
豆
の
国

市
、
沼
津

市
と
「
災

害
時
に
お

け
る
宿
泊

施
設
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
は
災
害
時

に
避
難
宿
泊
所
と
し
て
組
合
加
盟
の
旅

館
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
施
設
を
高
齢
者
や

子
ど
も
、
妊
婦
等
の
要
配
慮
者
に
提
供

す
る
と
い
う
も
の
。

伊
豆
の
国
市
消
防
団
副
団
長
で
も
あ

り
、
こ
れ
ら
協
定
の
締
結
に
お
い
て
組

合
側
と
役
所
側
と
の
調
整
役
を
務
め
た

組
合
の
原
事
務
局
長
は
、「
災
害
時
な

ど
い
ざ
と
い
う
時
に
、
地
域
の
方
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

水
害
時
に
組
合
加
盟
施
設
を
一
時
避
難
施
設
と
し
て
無
償
提
供

伊
豆
の
国
市
と
協
定
を
締
結

伊
豆
長
岡
温
泉
旅
館
協
同
組
合

▼協定を締結した小野市長（左）と杉山理事長（右）

▲�温泉街から車で１０分ほどのところにある世界遺産の
韮山反射炉

な
ど
の
削
減
目
標
を
掲
げ
、
毎
月
そ
の

実
績
値
を
出
し
、
目
標
値
と
乖
離
し
て

い
る
場
合
に
は
原
因
分
析
を
行
っ
た
上

で
、
是
正
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
基
本
と
し
、
継
続
的

改
善
を
図
っ
て
い
る
。

組
合
の
維
持
管
理
責
任
者
で
あ
る

甲
賀
さ
ん
は
「
現
在
の
数
値
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
今
後
は
公
園
利
用
者
の
満
足
度

に
つ
い
て
も
数
値
目
標
化
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

村
田
理
事
長
は
「
今
回
の
認
証
対
象

は
あ
く
ま
で
組
合
で
あ
る
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
、
考
え
を
組
合
員

と
も
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

焼
津
市
の
都
市
公
園
指
定
管
理
者

と
し
て
、
焼
津
市
内
の
一
二
一
の
公

園
を
管
理
・
運
営
し
て
い
る
焼
津
環

境
緑
化
事
業
協
同
組
合
（
村
田
昌
弘

理
事
長
）。
昨
年
焼
津
市
主
催
で
行

わ
れ
た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
取

得
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
を
き

か
っ
け
に
、
認
証
取
得
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
八
月
に
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
認
証
を
取
得
し
た
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
と
は
、
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規

格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇
一
」
を
基
に
、

国
内
規
格
と
し
て
環
境
省
が
制
度
化

し
た
認
証
・
登
録
制
度
の
こ
と
。
二

酸
化
炭
素
や
廃
棄
物
の
削
減
、
節
水

な
ど
環
境
負
荷
の
軽
減
に
取
り
組
む

企
業
や
団
体
が
対
象
と
な
る
。

組
合
で

は
具
体
的

に
二
酸
化

炭
素
排
出

量
や
廃
棄

物
排
出
量
、

総
排
水
量

環
境
に
配
慮
し
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
実
施

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
を
取
得

焼
津
環
境
緑
化
事
業
協
同
組
合

▶
認
証
・
登
録
証
を
手
に
す
る

　村
田
理
事
長

▲�取得したエコアクション21
認証・登録証
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沼
津
工
業
団
地
協
同
組
合
（
梶
川
弘

一
理
事
長
）
で
は
、
七
月
、
組
合
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
「
あ
し
た
か
」
創
刊
号
を
発

行
し
た
。

現
在
一
五
社
で
構
成
さ
れ
る
当
組

合
。
組
合
員
や
そ
こ
で
働
く
従
業
員
が

情
報
交
換
を
図
る
こ
と
で
、
お
互
い
の

こ
と
を
も
っ
と
良
く
知
り
、
組
合
の
活

性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
の
想
い
か

ら
、
組
合
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
制
作
に

至
っ
た
。

発
行
に
あ
た
り
、
組
合
で
は
組
合
員

の
従
業
員
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
タ

イ
ト
ル
を
募
集
。
一
三
点
の
応
募
の
中

か
ら
、
組
合
員
代
表
ら
で
組
織
す
る
選

考
委
員
に
よ
る
厳
選
の
結
果
、
愛
鷹
山

の
麓
に
あ
り
、
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
団

地
の
立
地
や
そ
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
「
あ
し
た
か
」
に
決
定
し
た
。

創
刊
号
で
は
組
合
員
の
サ
ツ
マ
電
機

株
式
会
社
の
概
要
と
、
そ
こ
で
働
く
名

物
社
員
を
紹
介
。
次
号
以
降
も
リ
レ
ー

方
式
で
各
社
の
紹
介
と
そ
こ
で
働
く

従
業
員
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
く
ほ

か
、
団
地
で
開
催
す
る
「
元
気
ま
つ
り
」

や
一
二
月
か
ら
開
始
す
る
「
職
場
定
着

支
援
事
業
」、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど

を
題
材
と
し
て
、
三
ヶ
月
に
一
回
の
発

行
を
目
指
し
て
い
く
。
組
合
か
ら
の
お

得
な
情
報
も
随
時
掲
載
し
て
い
く
予
定

と
の
こ
と
。

組
合
員
間
の
横
の
繋
が
り
を
強
化
！

組
合
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー「
あ
し
た
か
」を
発
行

沼
津
工
業
団
地
協
同
組
合

食
品
関
連
企
業
で
構
成
さ
れ
る
遠
州

食
品
加
工
業
協
同
組
合
（
岡
安
俊
成
理

事
長
）
で
は
、
て
ん
か
ん
食
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

食
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

の
想
い
か
ら
、
手
術
や
投
薬
で
は
発
作

が
抑
え
ら
れ
な
い
難
治
性
て
ん
か
ん
患

者
の
た
め
に
、
組
合
で
は
「
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ 

Ｕ
Ｐ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
。
て

ん
か
ん
発
作
を
抑
え
る
こ
と
に
効
果
的

と
さ
れ
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
多
く
分
泌
さ
れ

る
食
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
難
治
性
て
ん
か

ん
患
者
の
診
療
実
績
が
豊
富
で
、
て
ん

か
ん
発
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
食
事
療
法

に
精
通
し
て
い
る
、
聖
隷
浜
松
病
院
て

ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
の
藤
本
礼
尚
副
セ
ン

タ
―
長
が
監
修
。
難
治
性
て
ん
か
ん
患

者
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
食
事
療
法

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
試
食
会
も
開
催

し
て
い
る
。「
参
加
し
た
難
治
性
て
ん

か
ん
患
者
さ
ん
の
意

見
を
聞
い
て
み
る
と

目
か
ら
う
ろ
こ
だ
っ

た
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の
杢
屋

副
理
事
長

が
語
る
よ
う

に
、
実
際
に

難
治
性
て
ん

か
ん
患
者
の

意
見
を
聞
く

こ
と
で
初
め

て
分
か
る
こ

と
も
多
く
、

そ
れ
ら
の
意
見
も
て
ん
か
ん
食
の
開
発

に
取
り
入
れ
て
い
る
。

岡
安
理
事
長
は
「
初
め
て
て
ん
か
ん

患
者
の
方
の
映
像
を
見
た
と
き
、
非
常

に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
も
う
ひ

と
踏
ん
張
り
し
、
組
合
と
し
て
難
治
性

て
ん
か
ん
患
者
さ
ん
の
た
め
に
一
品
で

も
多
く
の
て
ん
か
ん
食
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

組
合
で
は
一
一
月
二
二
日
に
も
一
八

時
よ
り
試
食
会
を
開
催
予
定
で
あ
り
、

来
年
の
商
品
化
を
目
指
し
て
い
る
。
事

業
の
進
捗
に
つ
い
て
は
随
時
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
予
定
。

http://enshoku.ham
azo.tv

食
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献

「
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ 

Ｕ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動

遠
州
食
品
加
工
業
協
同
組
合

▲�藤本先生（前列中央）を囲んだ�
プロジェクトメンバー

▼組合ニュースレター「あしたか」

▼試食会の様子

▲創刊号では理事長企業とそこで働く社員の方を取り上げた
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（平成28年9月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
（水産食料品製造業）
・		魚の不漁や高騰による不安感から、原材料の安定確保が難しい状
況。先行き不透明感から投資が出来ない。
・		上半期が経過し組合事業は順調に推移しているものの、業務改善
への取り組みが今後の課題。ひとつひとつ解決し前進しなければ
ならない。

（織物業）
・		浴衣の受注が例年並みに有り、機屋の稼働も80 ～ 90％になった。
（宗教用具製造業）
・		景況は相変わらず厳しい状態が続いている。
（木材・木製品製造業）
・		９月だけをみれば前年同月比より加工量が増えている。ただし、
昨年の10～12月期の好調さを今期も期待できるかは不透明。

（パルプ・紙・紙加工品製造業）
・		40年間少年ジャンプで連載されている漫画が終了するというこ
とでニュースになったが、昨今の書籍電子化の影響により、漫画
本の発行部数はピーク時より３分の１に落ち込んでいる。製紙業
にとっては大変厳しい状況である。雑誌や漫画本等の更紙を中心
に製造をしている組合員の内1社が事業撤退した。

（印刷・同関連業）
・		官公庁の案件が受注しにくくなっている。非印刷業者がネット通
販を利用する事が多くなり、価格競争に負けてしまうケースが多
くなった。また、チラシの需要減に歯止めがかからない。

（セメント・同製品製造業）
・		毎月、最低出荷を更新中。長雨の影響か。下期に期待。
（生産用機械器具製造業）
・		自動車業界の先行き不透明感の強まりから、国内の機械設備需要
が減退傾向にあり経営者の多くが危機感を抱いている。

（電気機械器具製造業）
・		８月、９月と天候不順の影響でエアコン、冷蔵庫の販売は低調で
あった。

（輸送用機械器具製造業）
・		徐々に前年比の生産量減少率が改善されてきた。次月以降上向く
ことを期待したいが見通しは不透明。引き続き、企業間で生産量
のバラつきが出ている。

・	受注が急激に減少してきている。
・	自然減による労働者の補充に組合員企業が大変苦慮している。労
働者不足は中小企業の永遠の課題である。

・	円高・株安が続き国内経済が不安定になっている。特に、自動車関
連の下請け企業の仕事量はかなり激減しており、これも円高の影
響によるものと思われる。先行き不透明な現状が長期化すること
が予想される。また、今後は原油高になることが予想されるが、電
気料金への影響が懸念される。

■非製造業
（セメント卸売業）
・	天候不順の影響や災害関連工事の減少、工法変更に伴う袋セメン
ト使用の減少から、９月としては過去最低の出荷となった。また、
上半期の出荷は大きく前年を下回り厳しい環境が続いている。

（機械器具小売業）
・	白物商品の好調が続いている。
（鮮魚小売業）
・	天候不順等の影響により魚の仕入れ値が高騰した。販売価格に反
映できず、厳しい状況が続いている。

（商店街）
・	９月は昨年度プラスとはいかなかったが、90％台にて後半にだ
いぶ取り戻した感がある。10月はイベントもあるため期待され
る。

・	９月17日より「お街ゼミナール」を開催しており、人気講座は募集
開始５分位で予約が終了した。個店の魅力を伝えるとともに、来
街者の増加に繋がる大変良い企画である。

・	日常の客数が減ってきている。コンビニの影響によるものと思わ
れる。

（不動産取引業）
・	日銀の低金利政策による金利の低下が、初めて住宅を購入する第
一次取得者や利回り物件購入者の後押しをしており、何とか前年
並みの収益状況を保っている。

（宿泊業）
・	客足は８月はやや増加。９月は前年並である。
（情報サービス業）
　・出来る人材が不足している。
（ビルメンテナンス業）
・	昨年の景況も良かったわけではないが、現状は特に大きな変化は
みられない。

（総合工事業）
・	民間の新築・リフォーム工事は発注量が維持されているが、官庁
工事は土木・建築とも物件の数が減少している。

・	静岡県内の受注量はあまりないように感じる。業界全体としては
年末年始は繁忙期になることが見込まれる。また、来年の春先か
ら夏場は東京を中心としてかなりの仕事量が見込まれる。

（道路貨物運送業）
・	高速道路「大口・多頻度最大50％割引」は、ETC1.0車載器につ
いては本年12月31日をもって終了し、40％割引が適用される。
ETC2.0車載器については、平成30年３月末まで延長が決定した。

・	飲料輸送については、天候不順の影響もあり昨年同月比２％減。
食品関係は配達店舗増により好調だった。全体ではドライバー不
足で困っている状態。

特別会員懇談会を開催
　静岡県中央会は、9月28日、ホテルセンチュリー静
岡において、特別会員懇談会を開催しました。
　当日は37名の特別会員の方にご参加いただき、中央
会から中小企業等経営力強化法、ものづくり補助金、人
材確保等支援事業などの情報提供を行ったほか、参加者
からは中央会や補助金制度へのご意見・ご要望をいただ
きました。
　ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）

○平成28年９月のDI値は、「在庫数量」を除く8指標が基準値（±0.0）を下回った。主要三指標（「売上高」、「収益状況」、「業
界の景況」）は、前月との比較において「売上高」が10.0ポイント悪化したものの、「収益状況」と「業界の景況」はそれぞれ6.6
ポイント、8.4ポイント改善した。

○「製造業」では、全９指標中８指標が基準値を下回ったものの、前月比では「売上高」と「雇用人員」を除く７指標が改
善傾向となった。自由回答では、景気の低迷や先行き不透明感を示すコメントが寄せられた。

○「非製造業」では、全８指標中７指標が基準値を下回った。前月比では、「売上高」と「在庫数量」が悪化し、「販売価格」
と「収益状況」、「資金繰り」、「業界の景況」は小幅に改善。その他の２指標は同値で推移した。

概　況

内閣府が10月11日に公表した平成28年9月期の「景気ウォッチャー調査（全国版景気動向調査）」によると、９月
の景況を示す現状判断ＤＩは、前月比0.8ポイント低下の44.8（基準値50.0＝前年同月比横ばいを示す）となった。
また、２，３ヵ月先の景況を予測する先行き判断ＤＩは前月比1.1ポイント上昇の48.5となり、基準値50.0を14か月
連続で下回った。
今回の調査結果に示された景気ウォッチャーの見方として、「景気は、持ち直しの動きがみられる。先行きについ
ては、引き続き海外経済や金融資本市場の動向等への懸念がある一方、旅行・観光分野の回復、受注や求人増加
の継続等への期待がみられる」とまとめている。
本会の実施する景況調査では、各指標は依然として基準値（±0.0）を下回る数値で推移しているものの、昨年末
より続いていた悪化傾向はひとまず小康状態にあると言える。しかしながら、情報連絡員からは景気の低迷や先
行き不透明感を示すコメントが多く寄せられており予断を許さない状況が続いている。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H28.09 －31.7 －11.6 －5.0 －8.3 －28.4 －15.0 －20.0 －10.0 －35.0

DI値

H28.08 －21.7 －18.6 －8.3 －11.6 －35.0 －20.0 －30.0 －8.3 －43.4

H28.08→H28.09 －10.0↓ 7.0↑ 3.3↑ 3.3↑ 6.6↑ 5.0↑ 10.0↑ －1.7↓ 8.4↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
※基準値±0.0＝前年同月比横ばい。
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『しずおか就職net』にインターンシップ 
開催情報を掲載しませんか？

　昨今、注目が高まるインターンシップ。企業にとっ
ては、学生に対して自社の魅力をPRできる機会であ
るとともに、学生にとっては、企業理解や職業意識の
醸成が期待されます。

　つきましては、県就職支援サイト『しずおか就職
net』に企業情報を登録し、インターンシップ開催情
報を掲載しませんか？

　掲載方法は、『しずおか就職net』にログインし、該
当欄に情報を入力するだけ。最近増加している1-day
インターンシップ開催情報の掲載も可能です。

　ぜひ、ご活用いただき、貴社の情報発信の強化に
お役立てください！ 

詳しくは、『しずおか就職net』を
ご覧ください。

⇒http://www.koyou.pref.shizuoka.jp

【お問合せ先】
静岡県庁　経済産業部　就業支援局　雇用推進課
TEL：054-221-2573　FAX：054-271-1979

勤労者福祉共済会のご案内

　勤労者福祉共済会（サービスセンター）は、中小
企業で働く皆さんに対し、福利厚生サービスを提供
する非営利団体です。

◎事業主の方に3つのお得！！
・‌‌（月額会費）最大1,000円で様々な福利厚生サー
ビスが受けられます。
・‌‌福利厚生の充実により、人材確保や定着率向
上に役立ちます。
・‌‌事業主も利用できます。事業主負担の会費等
は経費参入が可能です。

＜代表的なサービス＞
○人間ドック・健康診断の受診への補助
○‌‌宿泊・レジャー施設（遊園地・映画館など）の‌
利用割引
○慶弔給付金（結婚・入学祝金など)　
○老後のための退職金掛金補助　

※‌‌入会方法、詳しいサービス内容は、各勤労者福祉共
済会（サービスセンター）へお問い合わせください。

団体名 電話番号
伊 東 市 勤 労 者 共 済 会 0557-38-7237
熱 海 市 勤 労 者 共 済 会 0557-86-5675
駿東勤労者福祉サービスセンター 0550-87-7575
沼津市・清水町勤労者共済会 055-924-1294
三島函南勤労者福祉サービスセンター 055-973-1930
富士市勤労者福祉サービスセンター 0545-57-0310
富 士 宮 市 勤 労 者 共 済 会 0544-28-0737
静岡市勤労者福祉サービスセンター 054-251-2318
志太勤労者福祉サービスセンター 054-628-9882
藤枝市勤労者福祉サービスセンター 054-645-2044
島田榛北勤労者福祉共済会 0547-36-7733
榛 南 地 区 勤 労 者 共 済 会 0548-22-9671
小笠掛川勤労者福祉サービスセンター 0537-35-0298
遠州ライフサポートセンター 0538-48-8522
磐田市勤労者福祉サービスセンター 0538-37-4566
浜松市・湖西市勤労者共済会 053-471-5900
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テクノカレッジ若年者コース
平成29年度入校生募集

　県立技術専門校（愛称“テクノカレッジ”）では、
ものづくりに関する各種職業訓練を実施しており、
実習に重点を置いた訓練を通じ、「即戦力」として
就職先企業から喜ばれる人材を育成しています。現
在、おおむね30歳以下の方を対象とした「若年者訓
練」の入校生を募集しています。技術・技能を身に
つけ、就職し、ものづくりの現場の正社員として活
躍しましょう！

（フライス盤作業）

【沼津テクノカレッジ】
TEL：055-925-1071　FAX：055-925-1115
ＨＰ：http://www.numazu-vtc.ac.jp/
□募 集 科：	機械技術科、電子技術科、情報技術科
□定　　員：	各科20名
□訓練期間：	２年間〔平成29年４月開始〕
□募集期間：	10月24日（月）～ 11月16日（水）
□選 考 日：	11月25日（金）

【清水テクノカレッジ】
TEL：054-345-2032		FAX：054-345-2921
ＨＰ：http://www.shimizu-tc.ac.jp/
□募 集 科：	機械技術科、電気技術科、設備技術科
□定　　員：	各科20名
□訓練期間：	２年間〔平成29年４月開始〕
□募集期間：	11月14日（月）～ 12月２日（金）
□選 考 日：	12月９日（金）

【共　通】
□ 応募手続：希望するテクノカレッジの「若年者訓練選
考担当」に連絡し、募集要項を請求してください。募
集要項の入手後、示された応募書類を準備し、郵送ま
たは持参にて提出してください。
　※	職歴がある方や障害者手帳の所持者等、公的支援を
受けられる可能性のある方は、住所を管轄する「ハ
ローワーク」に事前に相談してください。

県立あしたか職業訓練校

　本校では、施設内で行われる職業訓練と施設外で
行われる障害者委託訓練があります。障害のある方の
就労支援と就労後の更なる成長の為に設置された訓
練です。随時募集していますので、企業の方、特別支
援学校等関係者、就職希望者はぜひ本校までお問い
合わせください。

【在職者訓練コース】
［対象］企業に勤めている障害のある従業員
［目的］従業員の知識・技能の向上
［内容］‌‌オーダーメイドで研修（訓練）が受けられ

ます。例えば、ビジネスマナー、コミュニケー
ション、清掃作業、パソコン操作、植栽剪
定等の訓練があります。（原則３ヶ月以内、
下限12時間～上限160時間）

在職者訓練コースの風景

【特別支援学校早期訓練コース】
［対象］‌‌特別支援学校高等部等に在籍する生徒のう

ち10月時点で就職先が内定しておらず翌年
３月に卒業する就職希望者

［目的］職場で必要となる知識・技能の習得
［内容］‌‌企業での実習訓練（原則３ヶ月以内、60 ～

100時間/月）
【実践能力習得訓練コース】
［対象］障害のある方で失業中又は転職希望者
［目的］現場の業務を中心にした実践的能力の習得
［内容］‌‌企業での実習訓練 （原則３ヶ月以内、60 ～

100時間/月）
［支給］‌‌一定の条件をクリアしていれば手当が支給

されます。
【お問合せ先】
静岡県立あしたか職業訓練校訓練課
住所 ：静岡県沼津市宮本5-2
TEL ：055-924-4380　FAX：055-924-7758
Mail ：ashitakakun@pref.shizuoka.lg.jp
HP	 ：http://www.ashitaka-vtc.ac.jp
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静岡労働局からのお知らせ

平成29年1月1日から、改正男女雇用機会均等法及び改正育児・介護休業法が施行され、上司・同僚からの職場に
おける妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメントを防止する措置が事業主に新たに義務付けられます。
静岡労働局では、事業主などを対象とした説明会を開催するほか、労働者や事業主などが相談できる「ハラスメント対応
特別相談窓口」を開設しています。

○設置期間等 平成２８年９月１日～平成２８年１２月２８日
（土日祝日を除く）８：３０～１７：１５

○相談窓口 静岡労働局雇用環境・均等室 電話０５４－２５２－５３１０

「ハラスメント対応特別窓口」を開設しています
働く人も、企業の担当者も、ご相談ください！ 雇用環境・均等室 054-252-5310

○妊娠・出産をしながら働く女性のためのさまざまな制度があります
（母子健康手帳でも紹介されていますのでぜひ読んでみてください）

○育児や介護のためのさまざまな制度は、男性も取得することができます
制度について知りたい場合も、ご相談ください。

上司に妊娠を報告したら「他の人を雇う
ので早めに辞めてもらうしかない」と言
われた。

育児短時間勤務をしていたら同僚から
「あなたが早く帰るせいで、まわりは迷惑してい
る。」と何度も言われ、精神的に非常に苦痛を感
じている。

このほか・・・

◆ 妊娠を報告したら、事業主から「退職してもらう」と言われました。
◆ 非正規の社員も、産休・育休を取れるのでしょうか？
◆ 会社として、妊娠等した労働者に、このような取扱いをしたら、
均等法などに違反しますか？

・・・などのご相談にも対応します。

働く人
企業の担当者働く人

企業の担当者

妊娠・出産・育児休業・介護休業
等に関するハラスメントの防止措
置は、会社としてなにをすればよ
いのだろう。

妊娠・出産・育児休業等に関するハ
ラスメントの相談を受けたが、会社
としてどうすればよいのだろう。

更に、電子申請には以下のようなメリットがあります。
①ご自宅、企業の事業所等から２４時間３６５日手続きを行うことができる。
②インターネットを経由しての申請・届出のため、安定所の窓口へ行くための移動時間、待ち時間を節約できる。
③チェック機能があるため、事前に記入誤り等を防止できる。

今まで、静岡県内の各ハローワークで行っていた「雇用保険適用関係業務」及び「雇用継続給付関係業務」の電子申請手
続きの事務処理を、今後は「静岡労働局雇用保険電子申請事務センター」で集中して行うことにより、迅速化・効率化を図
ります。

全国の電子申請の利用率は年々増加しており、平成２９年４月には２０％を超える見込みです。
静岡局においても事務処理の集中化を通じて、利用者の皆様の利便の向上及び電子申請の利用促進を図る所存です。

ぜひ、この機会に電子申請の利用の検討をお願いいたします。

http://www.e-gov.go.jp/
詳細はこちら
電子政府の総合窓口[e-Gov]のホームページ

平成28年10月1日に
静岡労働局雇用保険電子申請事務センターを開所しました 職業安定課 054-205-0550

「ハラスメント対応特別窓口」を開設しています
働く人も、企業の担当者も、ご相談ください！

雇用環境・均等室
℡054ｰ252-5310

平成28年10月1日に
静岡労働局雇用保険電子申請事務センターを開所しました

職業安定課
℡054ｰ205-0550
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静
岡
県
中
央
会
は
、
九
月
一
三
日
、

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
職
員
協
会
、
静

岡
県
中
小
企
業
組
合
士
会
と
の
共
催
に

よ
り
、「
平
成
二
八
年
度
組
合
事
務
局

代
表
者
会
議
」
を
静
岡
市
葵
区
の
ク
ー

ポ
ー
ル
会
館
で
開
催
し
た
。

当
会
議
に
は
、
来
賓
の
野
村
芳
一
県

経
営
支
援
課
長
、
力
伸
吾
県
経
営
支
援

課
主
任
、
横
井
聡
商
工
中
金
静
岡
支
店

長
、
小
山
君
一
商
工
中
金
沼
津
支
店
長

を
は
じ
め
組
合
の
事
務
局
役
職
員
ら
約

九
〇
人
が
出
席
。
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
懇
親
交
流
会
で
は
参
加
者
間

で
活
発
な
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
静
岡
県
中
小
企
業
団
体
職
員

協
会
、
静
岡
県
中
小
企
業
組
合
士
会
の

紹
介
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
へ
の

加
入
促
進
を
は
か
っ
た
。

基
調
講
演

第一
部 

講
演 

（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
収
集
）

基
調
講
演
で
は
、
株
式
会
社
日
本
能

率
協
会
総
合
研
究
所
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
バ
ン
ク
第
一
情
報
サ
ー
ビ
ス
部

部
長
の
菊
池
健
司
氏
が
、「
情
報
収
集

に
は
セ
オ
リ
ー
が
あ
る
！
組
合
事
務
局

機
能
を
高
め
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

収
集
法
」
と
題
し
、
成
功
企
業
は
ど
の

よ
う
な
情
報
を
収
集
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
情
報
源
か

ら
情
報
収
集
し
た
ら
良
い
か
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

菊
池
氏
は
、「
成
功
し
て
い
る
企
業
は

儲
け
の
仕
組
み
を
調
べ
て
い
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
の
入
り
口
で
儲
け
の
仕
組
み
を
調

「
平
成
二
八
年
度 

組
合
事
務
局
代
表
者
会
議
」を
開
催

㈱
日
本
能
率
協
会
総
合
研
究
所 

菊
池
健
司
氏
が
講
演 

ほ
か

べ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
。
そ
れ

が
で
き
て
い
る
企
業
が
増
収
増
益
を
成

し
遂
げ
た
り
、
新
事
業
、
新
製
品
の
成

功
確
率
が
高
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
「
成

功
し
て
い
る
企
業
は
と
に
か
く
国
や
官

公
庁
の
デ
ー
タ
に
強
い
。
国
が
お
金
を

か
け
て
調
査
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

国
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し

で
も
あ
る
」
と
し
、
国
の
デ
ー
タ
を
上

手
く
使
い
、
大
き
な
枠
を
掴
ま
え
て
お

く
と
い
う
感
覚
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

ま
た
講
演
で
は
、
様
々
な
失
敗
事
例

を
掲
載
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
は
じ
め
と
す
る
、
中
小
企
業
が
成
長

を
遂
げ
る
た
め
に
見
て
お
き
た
い
情
報

源
リ
ス
ト
の
紹
介
も
行
っ
た
。

第
二
部 

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

（
情
報
収
集
実
践
編
）

続
い
て
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
で
は
、「
静
岡
市
に
お
け
る
年
収

二
千
万
円
以
上
の
世
帯
数
は
何
世
帯
く

ら
い
あ
る
か
」「
日
本
で
一
番
コ
ー
ヒ
ー

の
消
費
量
が
盛
ん
な
地
域
は
ど
こ
か
」

と
い
う
問
い
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
総
務

省
の
「
住
宅
土
地
統
計
調
査
」、
総
務

省
の
「
家
計
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
使
い
、

答
え
を
導
き
出
す
手
段
を
示
し
た
。
具

体
的
な
事
例
に
対
し
、
国
の
デ
ー
タ
を

用
い
、
答
え
を
導
き
出
す
こ
と
で
、
国

の
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
説

い
た
。

懇
親
交
流
会

組
合
事
務
局
代
表
者
会
議
終
了
後
に

行
わ
れ
た
懇
親
交
流
会
で
は
、
参
加
者

間
で
積
極
的
な
情
報
交
換
を
行
い
、
交

流
を
深
め
た
。

Topics

講演した㈱日本能率協会
総合研究所の菊池部長
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ここ数年で一気に盛り上がりを見せているハロ
ウィン。私にとっては全く関係のないイベントで、
例年むしろ少し距離を置いて見ていた立場でした
が、先日あるアーティストのハロウィンライブとい
うものに横浜まで行ってきました。

ハロウィンライブということで何かしらの仮装は
必須。まさか自分がハロウィンで仮装をする日が
来るとは・・・と思いつつも会場に到着すると周り
は仮装をした大勢の人で溢れかえっていました。

いざライブが始まると会場にいる全員が仮装を
していることもあり、一体感が生まれ、いつも以
上に大盛り上がり。結果、ハロウィンを存分に楽
しんでしまいました。

そんなわけで、今年のハロウィンはいつもと
違った非日常の体験をさせていただきました。何
事も食わず嫌いは良くないなと感じた今年のハロ
ウィンでした。

 （平野）

中小企業静岡11月号（通巻756号）

● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス t-hirano@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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ス
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銀
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袴
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会
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事
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高
砂
殿

歩
道
橋

仲
見
世
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店
街

ア
ー
ケ
ー
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東部青年中央会会長
沼津鉄工機械工業協同組合
有限会社明和工業
専務取締役

鈴木 慎一

読者プラザ

「
結

　束
」

東
部
青
年
中
央
会
は
六
支
部
七
五
名
の
会
員
に
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
結
束
」
と
し
て
、活
動
し
て
い
ま
す
。

東
部
青
年
中
央
会
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
か
ら
、
早
一
年

半
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
年
度
毎
の
基
本
方
針
・
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
従
い
、
会
員
の
知
識
向
上
・
会
員
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
定
例
会
の
毎
月
開
催
、
会
員
の
要
望
に
沿
っ
た
研

修
事
業
（
年
三
回
開
催
）
や
会
員
相
互
の
交
流
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
図
る
た
め
の
親
睦
・
交
流
事
業
を
企
画
運
営
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
七
月
に
研
修
事
業
と
し
て
、
講
師
を
招
い
て
施
行
さ

れ
た
ば
か
り
の
「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
　
経
営
力
向
上
計
画
の

策
定
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
。
若
手
経
営
者
・
後
継
者
と
し
て
、

経
営
力
向
上
計
画
を
策
定
す
る
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
、
ま

た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
交
流
事
業
と
し
て
、

六
月
に
片
浜
沖
で
地
曳
網
漁
（
四
六
名
参
加
）、
八
月
に
家
族
交
流

Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
七
一
名
参
加
）
を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
結
束
を
強
め
て

い
ま
す
。

当
会
は
四
年
後
に
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
と
な
る
周
年
事

業
に
向
け
、
さ
ら
な
る
会
員
間
の
結
束
を
強
固
に
す
べ
く
、
よ
り
中

身
の
濃
い
事
業
を
実
施
し
、
次
期
会
長
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
残

り
の
任
期
を
全
力
で
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
中
小
企
業
の
若
手
経
営
者
、
後
継
者
の
皆
さ
ん
！
青
年

中
央
会
に
入
会
し
、
色
々
な
方
た
ち
と
交
流
を
す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
大
と
資
質
向
上
を
一
緒
に
図
り
ま
し
ょ
う
！
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公益財団法人産業雇用安定センター静岡事務所
〒420-0851 静岡市葵区黒金町11番７号 三井生命静岡駅前ビル12Ｆ

TEL 054-255-1343　FAX 054-652-3259

〒430-0928 浜松市中区板屋町110-5 浜松第一生命日通ビル13Ｆ
TEL 053-458-3621　FAX 053-458-3622

浜松駐在事務所

事業コスト

削減

エネルギー

削減

二酸化炭素

削減

省エネルギー対策

省エネアドバイザー派遣事業 省エネルギー設備導入事業補助金

※事業の詳細は、静岡市ホームページをご確認ください。

省エネルギー設備を導入する中小企業者のみなさんへ
省エネルギー対策支援事業始めました！

静岡市は中小企業のみなさんの省エネルギー対策を応援します。
静岡市では、省エネルギー設備を導入する中小企業者に対し、「（１）省エネルギー設備導入事業
補助金」及び「（２）省エネアドバイザー派遣事業」を実施し、市内の二酸化炭素排出量の約５割
を占める産業部門及び民生・業務部門の二酸化炭素排出量の削減を図ります。

●事業に係る「申請」及び「問い合わせ」はこちら
 静岡市環境局環境創造化環境共生係
 　〒420-8602　静岡市葵区追手町5番1号
 　TEL:054-221-1077　　FAX:054-221-1492
 　E-mail:kankyousouzou@city.shizuoka.lg.jp
 　静岡市ホームページURL:
 【（1）補 助 金】http://www.city.shizuoka.jp/041_000027.html
 【（2）派遣事業】http://www.city.shizuoka.jp/041_000028.html
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■ 特　集
新技術・製品開発、販路開拓のヒントをつかもう！
ものづくり企業技術交流フェア

■ Business Report
水害時に組合加盟施設を一時避難施設として無償提供
伊豆の国市と協定を締結 ほか

■ Topics
「平成28年度 組合事務局代表者会議」を開催

昭和43年10月1日第3種郵便物認可　通巻756号（毎月1日発行）平成28年11月1日

CHUOK AI MONTHLY 2016

No.756

商品名 ご融資額 ご返済期間

最高1,000万円

最高1,000万円

最高500万円※1

最長10年

最長25年※2

最長20年（　　　　　　　）据置期間最長
6年6ヵ月含む

※1） 静岡県勤信協保証をご利用の場合
 最高1,000万円
※2） 静岡県勤信協・セディナ保証をご利用の場合
 最長20年　

金利制度 ご返済期間 ご利用金利

■適用金利（年利）

固定金利
3年以内

3年超10年以内

全期間

1.98%
2.98%
2.30%変動金利

日本労信協保証をご利用の場合

マイカー・
オートバイ等
　　の購入に！

マイカー・
オートバイ等
　　の購入に！

入学・受験
資格取得費用に！
入学・受験
資格取得費用に！

リフォーム、
　太陽光発電システム
　　設置費用に！

リフォーム、
　太陽光発電システム
　　設置費用に！

（返済期間 3年以内・固定金利でご利用の場合 )

●表示の内容は2016年4月1日現在の内容です。
※表示金利は変更となる場合がございます。

※10年以内のご返済の場合は［固定金利］・［変動金利］のいずれかをご選択いただけます。

勤務先の労働組合・互助会が
〈ろうきん〉の会員であり、その
会員に所属されている方は　　 保証料 円00

【ご注意事項】●2016 年 4月 1日現在の内容です。●各商品のお使いみちの詳細は、県内〈ろうきん〉各営業店でご確認いただけます。●担保・取扱手数
料等は不要です。●保証人は原則不要です。保証機関の保証をご利用いただきます。勤務先の労組・互助会等が〈ろうきん〉の会員で、その会員にご所属の
方は、保証料を〈ろうきん〉が負担します。静岡県勤信協保証の場合、年 1.0%の保証料、セディナ保証の場合、年 1.2％の保証料を別途ご負担いただきま
す。●日本労信協または静岡県勤信協の審査基準等を満たさない場合、セディナ保証での再審査をさせていただきます（無担保住宅ローンは返済期間 20
年以内の場合）。●返済試算額は、店頭またはホームページでご確認いただけます。●事業目的にはご利用いただけません。●諸条件により、お客さまのご
希望にそえない場合もございます。●詳しくは店頭に説明書をご用意しています。

■お問合せは フリーダイヤル

0120-609-123 （平日9時～17時）

http://shizuoka.rokin.or.jp
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